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第三者機関の技術評価を取得した杭頭工法 

を適用した基礎梁主筋定着部について 

 

 RCS 混合構造設計指針(2026 年)鉄骨構造露出柱脚編では、第三者機関の技術評価を取得

した杭頭工法を適用した場合、基礎梁主筋定着部を機械式定着としてもよいとしている。 

北越メタル(株)(MSRB-0129：令和 4年 5月 16 日)と JFE 条鋼(株) (MSRB-0108：平成 29年

3 月 3日)の大臣認定を取得している開先付き異形棒鋼を用いた New J-Bar 溶接接合工法は

杭頭補強工法であり、開先付き異形棒鋼が SC 杭、鋼管杭、外殻鋼管場所打ちコンクリート

杭の杭頭鋼管と溶接接合される。 

日本建築センター評定を取得している F.T.Pile 構法は杭頭半剛接合既製杭工法であり、

同構法では、定着鉄筋を用いずに、FT キャップを用いて杭頭と基礎フーチングを接合する

ことで、杭頭部の曲げモーメントを低減している。 

これらより、第三者機関の技術評価を取得した杭頭工法の場合、RC構造設計指針14.2柱、

梁主筋定着設計では、杭頭部より伝達される曲げモーメントとせん断力を受ける基礎梁主

筋定着部として設計すればよい。 

 


